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軽自動車税の税率が変わります
　地方税法の改正により、軽自動車税の税率が変わります。
☆�来年度（平成 27 年度）から原動機付自転車、2輪の軽自動車、2輪の小型自動車、小型特殊自動車の税率

が引き上げられます。

車 種 区 分
税率（年額）

平成 26年度まで 平成 27年度以降

原動機付自転車

50cc 以下 1,000 円 2,000 円

50cc 超 90cc 以下 1,200 円 2,000 円

90cc 超 125cc 以下 1,600 円 2,400 円

ミニカー 2,500 円 3,700 円

2輪の軽自動車 125cc 超 250cc 以下 2,400 円 3,600 円

2輪の小型自動車 250cc 超 4,000 円 6,000 円

小型特殊自動車
農耕作業用 1,600 円 2,400 円

その他（フォークリフトなど） 4,700 円 5,900 円

☆4輪車などは、平成 27 年 4月 1日以後に新規登録する車両から新税率が適用されます。

　平成 27年 3月 31日までに新規登録した車両は、登録後 13年まで、現行税率のままです。
　新規登録から 13年を経過した車両は、平成 28年度から、経年重課の税率が適用されます。

車 種 区 分
税率（年額）

平成27年3月31日
までの登録車

平成27年4月1日
以降の登録車

登録後13年超
（経年重課）

3輪 3,100 円   3,900 円   4,600 円

4輪以上

乗用
自家用 7,200 円 10,800 円 12,900 円

営業用 5,500 円   6,900 円   8,200 円

貨物
自家用 4,000 円   5,000 円   6,000 円

営業用 3,000 円   3,800 円   4,500 円

【お問い合せ先】　揖斐川町役場税務課　℡２２－２１１１

　

11
月
７
日
に
第
８
回
揖
斐
川
町
議

会
臨
時
会
が
開
催
さ
れ
、
次
の
議
案

が
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

●�

未
払
賃
料
支
払
請
求
事
件
に
係
る

訴
訟
上
の
和
解

　

事
件
名
：

　

岐
阜
地
方
裁
判
所
大
垣
支
部

　

平
成
26
年（
ワ
）

　

第
５
号
未
払
賃
料
支
払
請
求
事
件

10
月

　

17
日　

第
４
回
土
地
施
設
特
別
委
員
会

　

22
日　

揖
斐
郡
三
町
議
員
研
修
会

　

28
日　

福
井
県
池
田
町
議
会
交
流
会

　

31
日　

第
７
回
議
会
運
営
委
員
会

11
月

　

４
日　

�

徳
山
ダ
ム
湖
水
陸
両
用
バ

ス
試
験
運
行
視
察

　

７
日　

第
８
回
町
議
会
臨
時
会

　

７
日　

第
５
回
土
地
施
設
特
別
委
員
会

　

17
日　

第
２
回
下
水
道
特
別
委
員
会

　

25
日　

第
８
回
議
会
運
営
委
員
会

議
会
だ
よ
り
臨
時
会

議
会
活
動
報
告
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快
適
な
生
活
環
境
の
た
め
に

�

下
水
道
接
続
を
！

 

全
国
農
業
会
議
所
会
長
表
彰
受
賞

�

～
農
業
委
員
と
し
て
の
功
績
～

　

11
月
20
日（
木
）、
大
垣
市
情
報
工
房
に

て
、
農
業
委
員
永
年
勤
続
功
労
者
の
表
彰

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

揖
斐
川
町
か
ら
は
、
農
業
委
員
と
し
て

勤
続
15
年
間
の
功
績
が
認
め
ら
れ
た
寺
井

達
夫
さ
ん（
藤
橋
）に
全
国
農
業
会
議
所
会

長
表
彰
な
ら
び
に
岐
阜
県
農
業
会
議
会
長

感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

寺
井
さ
ん
は
、
現
在
も
農
業
委
員
と
し

て
農
家
の
相
談
、
農
業
指
導
な
ど
で
活
躍

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

 

国
民
健
康
保
険
税
・
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
の
納
付
済
額
の
お
知

ら
せ
を
１
月
下
旬
に
郵
送
し
ま
す

　

国
民
健
康
保
険
税
は
、
全
額
が
確
定
申

告
時
の
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り

ま
す
。
平
成
26
年
1
月
1
日
か
ら
12
月
31

日
ま
で
に
納
め
て
い
た
だ
い
た
納
付
額
を

世
帯
主（
納
税
義
務
者
）あ
て
に
1
月
下
旬

に
郵
送
し
ま
す
。

　

ま
た
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
に
つ

い
て
も
、
普
通
徴
収
で
納
付
さ
れ
た
分
に

つ
い
て
、
同
様
に
被
保
険
者
ご
と
に
郵
送

し
ま
す
。
年
金
か
ら
の
天
引
き
で
お
支
払

い
の
方
は
、
日
本
年
金
機
構
な
ど
か
ら
の

お
知
ら
せ
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

揖
斐
川
町
役
場
住
民
課

　

℡
２
２

－

２
１
１
１

 

快
適
な
生
活
環
境
の
た
め
に

�

下
水
道
接
続
を
！

 

年
末
年
始
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

の
運
行
に
つ
い
て

　

揖
斐
川
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
は
12
月

30
日
よ
り
１
月
４
日
ま
で
休
日
ダ
イ
ヤ
に

て
運
行
し
ま
す
。

　

ま
た
、
谷
汲
山
付
近
で
は
初
詣
期
間
中

は
交
通
規
制
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
こ

の
た
め
、
運
行
経
路
及
び
停
留
所
を
一
部

変
更
し
ま
す
の
で
ご
理
解
の
ほ
ど
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

揖
斐
川
町
役
場
政
策
広
報
課

　

℡
２
２

－

２
１
１
１
（
内
線
１
１
５
）

セ
ン
ト
ジ
ョ
ー
ジ
マ
ラ
ソ
ン
派
遣
団

体
験
報
告
が
届
き
ま
し
た
！

　

10
月
１
日（
水
）～
10
月
８
日（
水
）の

８
日
間
、
セ
ン
ト
ジ
ョ
ー
ジ
マ
ラ
ソ
ン

派
遣
団
と
し
て
、
セ
ン
ト
ジ
ョ
ー
ジ
マ

ラ
ソ
ン
に
参
加
し
た
ラ
ン
ナ
ー
の
皆
さ

ん
か
ら
、
報
告
書
が
届
き
ま
し
た
の
で

紹
介
し
ま
す
。

い
び
が
わ
マ
ラ
ソ
ン
２
０
１
３

町
内
男
子
優
秀
選
手　

牧
村　

英
充
さ
ん

　

現
地
の
マ
ラ
ソ
ン
大
会
は
、
早
朝
肌

寒
い
強
風
の
中
、
不
安
と
緊
張
感
で

い
っ
ぱ
い
の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
。
コ
ー

ス
は
先
の
見
え
な
い
長
く
続
く
ア
ッ
プ

ダ
ウ
ン
の
激
し
い
一
本
道
の
過
酷
な

レ
ー
ス
で
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
を
相

殺
し
て
く
れ
る
程
の
素
晴
ら
し
い
景
色

と
沿
道
か
ら
の
応
援
に
励
ま
さ
れ
、
最

高
に
気
持
ち
よ
い
気
分
で
ゴ
ー
ル
で

き
、
と
て
も
素
晴
ら
し
い
レ
ー
ス
を
体

験
で
き
ま
し
た
。

　

現
地
で
は
、
関
係
者
の
方
々
に
温
か

く
迎
え
て
頂
き
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
で

は
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
に
と
て
も
親
切

に
し
て
い
た
だ
き
、
慣
れ
な
い
生
活
で

し
た
が
と
て
も
楽
し
く
過
ご
す
事
が
出

来
ま
し
た
。

　

す
べ
て
の
関
係
者
の
方
々
に
感
謝
す

る
と
と
も
に
、
今
日
ま
で
怪
我
無
く
マ

ラ
ソ
ン
を
続
け
て
来
ら
れ
た
こ
と
、
理

解
し
支
え
て
く
れ
る
家
族
に
感
謝
し
て

い
ま
す
。
こ
の
素
晴
ら
し
い
経
験
を

日
々
の
生
活
に
生
か
し
て
い
き
た
い
で

す
。 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

い
び
が
わ
マ
ラ
ソ
ン
２
０
１
３

町
内
女
子
優
秀
選
手　

山
本　

千
恵
子
さ
ん

　

セ
ン
ト
ジ
ョ
ー
ジ
の
朝
は
明
る
く
な

る
の
が
８
時
頃
。
マ
ラ
ソ
ン
の
ス
タ
ー

ト
地
点
は
真
っ
暗
。
日
本
と
は
全
然
違

う
雰
囲
気
に
驚
き
つ
つ
走
り
始
め
ま
し

た
。
グ
ラ
ン
ド
キ
ャ
ニ
オ
ン
の
よ
う
な

赤
い
山
、
ビ
ュ
ー
ス
ポ
ッ
ト
の
ホ
ワ
イ

ト
キ
ャ
ニ
オ
ン
に
挟
ま
れ
た
車
道
を
走

る
爽
快
感
は
特
別
で
す
。
さ
ら
に
沿
道

の
応
援
は
い
び
が
わ
マ
ラ
ソ
ン
と
同

じ
よ
う
に
と
て
も
温
か
く
て
ビ
ッ
ク

リ
。
メ
ッ
セ
ー
ジ
ボ
ー
ド
に
は「N

ever 
give up

」
や
「You can run!

」、「Just 
D
o it！

」
と
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
派
遣
を
一
言
で
表
す
と
、
親
戚

の
家
に
お
泊
り
し
て
マ
ラ
ソ
ン
を
走
り

に
行
っ
た
よ
う
な
１
週
間
。
帰
国
し
て

も
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
は
、
砂
漠
の

真
っ
赤
な
山
の
間
を
走
っ
た
時
の
景
色

と
、
一
緒
に
過

ご
し
た
明
る
い

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
の
笑
顔
で

す
。
素
敵
な
時

間
を
過
ご
せ
ま

し
た
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

表彰を受けられた寺井達夫さん



23 Public Information IBIGAWA  2015. 1

 

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

　

町
営
住
宅
の
入
居
者
を
次
の
と
お
り
募

集
し
ま
す
。

①
緑
ヶ
丘
住
宅　

４
戸

　

・
住
所　

揖
斐
川
町
和
田
３
８
６

　

・
建
設
年
度　

昭
和
60
年
度

　

・
中
層
耐
火
構
造
３
階
建　

３
Ｄ
Ｋ

　

・
駐
車
場　

１
台

　

・
家
賃　

１
３
３
０
０
円
～

　

・
そ
の
他　

�

浴
槽
、
風
呂
が
ま
は
入
居

者
の
持
ち
込
み
に
な
り
ま

す
。

②
島
住
宅　

１
戸

　

・
住
所　

揖
斐
川
町
島
１
４
２

　

・
建
設
年
度　

平
成
10
年
度

　

・
中
層
耐
火
構
造
３
階
建　

３
Ｄ
Ｋ

　

・
駐
車
場　

２
台

　

・
家
賃　

２
３
２
０
０
円
～

③
北
方
奥
郷
住
宅　

１
戸

　

・
住
所　

揖
斐
川
町
北
方
13

　

・
建
設
年
度　

平
成
18
年
度

　

・
耐
火
構
造
２
階
建　

３
Ｄ
Ｋ

　

・
駐
車
場　

１
台

　

・
家
賃　

２
５
４
０
０
円
～

■
敷
金　

家
賃
の
３
ヶ
月
分

■
入
居
条
件

・�

現
在
同
居
、
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す

る
親
族（
婚
約
者
含
む
）が
あ
る
こ
と
。

・�

市
町
村
民
税
お
よ
び
こ
れ
に
準
ず
る
納

付
金
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と
。

・�

家
賃
の
他
に
共
益
費（
上
下
水
の
使
用

料
・
共
用
部
分
の
電
気
料
な
ど
）が
必

要
で
す
。

・
所
得
条
件
あ
り

※�

詳
し
く
は
窓
口
に
て
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

■
募
集
期
間

　

１
月
５
日（
月
）～
１
月
16
日（
金
）

■
入
居
予
定
日

・
平
成
27
年
２
月
下
旬
を
予
定

④�
北
方
さ
つ
き
住
宅
及
び
、
谷
汲
・
春
日
・

久
瀬
・
藤
橋
・
坂
内
地
域
内
の
各
町
営

住
宅
は
、
随
時
募
集
を
し
て
い
ま
す
。

※�

詳
し
く
は
窓
口
に
て
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

揖
斐
川
町
役
場
建
設
課　

　

℡
２
２

－

２
１
１
１（
内
線
３
１
７
）

　
　

岩い
わ

手て

県け
ん

大お
お

槌つ
ち

町ち
ょ
う

　

18
回
目
の
「
被
災
地
か
ら
の
活
動
レ

ポ
ー
ト
」は
、震
災
で
犠
牲
に
な
っ
た
人

の
歩
み
を
記
録
に
残
す
「
生
き
た
証あ

か
しプ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

震
災
に
よ
り
人
口
の
１
割
近
い

１
２
０
０
人
を
超
え
る
方
が
犠
牲
と

な
っ
た
大
槌
町
で
は
、
犠
牲
者
や
行
方

不
明
者
全
員
を
対
象
に
、
そ
の
人
柄
や

功
績
な
ど
を
記
録
に
残
す
「
生
き
た
証

あ
か
し

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
不
条
理
に
生
を
奪
わ
れ
た
方
々
を

供
養
し
、
ま
た
震
災
の
記
憶
を
風
化
さ

せ
ず
後
世
に
継
承
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。
町
民
３
名
１
組
で
チ
ー

ム
を
組
み
、
２
年
間
か
け
て
遺
族
の

方
々
か
ら
話
を
聴
き
そ
の
内
容
を
記
録

集
に
ま
と
め
る
も
の
で
す
。
震
災
か
ら

３
年
９
か
月
が
経
ち
ま
す
が
、
遺
族
の

思
い
は
様
々
で
す
。

　

大
津
波
で
家
屋
や
人
々
の
命
が
失
わ

れ
て
い
っ
た
記
憶
や
家
族
な
ど
最
愛
の

方
を
亡
く
し
た
絶
望
感
な
ど
を
、
今
改

め
て
語
る
こ
と
に
抵
抗
を
感
じ
る
方
も

多
い
と
感
じ
ま
す
。
忘
れ
た
い
記
憶
を

話
す
こ
と
で
ま
た
あ
の
時
の
記
憶
が
よ

み
が
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

こ
の
事
業
を
進
め
る
た
め
、
実
行
委

員
会
の
委
員
長
に
町
内
の
住
職
、
副
委

員
長
に
震
災
で
夫
と
役
場
職
員
だ
っ
た

娘
さ
ん
を
亡
く
さ
れ
た
女
性
を
は
じ
め

町
議
会
議
員
や
学
識
経
験
者
、
町
内
の

代
表
者
14
名
で
構
成
さ
れ
ま
し
た
が
、

「
遺
族
か
ら
話
を
聴
く
際
、
こ
れ
以
上

傷
つ
け
な
い
よ
う
配
慮
し
な
が
ら
進
め

て
ほ
し
い
」な
ど
の
意
見
も
出
ま
し
た
。

委
員
長
か
ら
は
「
残
さ
れ
た
我
々
が
犠

牲
者
の
分
ま
で
し
っ
か
り
生
き
る
こ
と

が
復
興
に
つ
な
が
る
。
大
切
な
人
の
事

を
話
す
こ
と
で
明
日
に
向
か
い
歩
き
出

す
力
に
な
る
」
と
訴
え
て
い
ま
す
。

　

今
も
な
お
震
災
に
よ
る
つ
ら
い
記
憶

か
ら
生
活
再
建
や
仕
事
な
ど
に
一
歩
を

踏
み
出
せ
な
い
方
も
ま
だ
多
い
と
思
い

ま
す
が
、こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
そ
の

き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

新
し
く
迎
え
る
年
に
は
復
興
が
加
速

さ
れ
、
被
災
さ
れ
た
一
人
一
人
に
と
っ

て
き
っ
と
良
い
こ
と
が
待
っ
て
い
る
。

そ
う
願
っ
て
止
み
ま
せ
ん
。

　

前
回
報
告

し
ま
し
た

「
小
中
一
貫

校
建
築
工

事
」
は
無
事

落
札
し
ま
し

た
。
平
成
28

年
２
学
期
の

開
校
を
目
指

し
工
事
が
始

ま
り
ま
す
。

派遣職員
高橋富士夫

今も多くの方が暮らす仮設住宅

被
災
地
か
ら
の
活
動
レ
ポ
ー
ト
⑱
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快
適
な
生
活
環
境
の
た
め
に

�

下
水
道
接
続
を
！

 

年
末
年
始
の
ご
み
収
集
日
程
に

つ
い
て
の
お
知
ら
せ
に
つ
い
て

　

年
末
年
始
の
生
ご
み
収
集
は
、
次
の
通

り
で
す
。

　

な
お
、
平
成
27
年
１
月
の
ご
み
収
集
の

詳
細
に
つ
い
て
は
広
報
１
月
号
く
ら
し
の

カ
レ
ン
ダ
ー
を
ご
覧
下
さ
い
。

揖
斐
川
地
域（
生
ご
み
収
集
日
程
）

　

12
月
25
日（
木
）、
29
日（
月
）

　

平
成
27
年
１
月
５
日（
月
）、
８
日（
木
）

谷
汲
地
区（
も
や
す
ご
み
収
集
日
程
）

　

12
月
25
日（
木
）、
29
日（
月
）

　

30
日（
火
）

　

平
成
27
年
１
月
５
日（
月
）、
８
日（
木
）

春
日
地
区（
も
や
す
ご
み
収
集
日
程
）

　

12
月
25
日（
木
）、
29
日（
月
）

　

平
成
27
年
１
月
５
日（
月
）、
８
日（
木
）

久
瀬
地
区（
も
や
す
ご
み
収
集
日
程
）

　

12
月
26
日（
金
）、
30
日（
火
）

　

平
成
27
年
１
月
５
日（
月
）、
９
日（
金
）

藤
橋
地
区（
も
や
す
ご
み
収
集
日
程
）

　

12
月
26
日（
金
）、
29
日（
月
）

　

平
成
27
年
１
月
５
日（
月
）、
９
日（
金
）

坂
内
地
区（
も
や
す
ご
み
収
集
日
程
）

　

12
月
26
日（
金
）、
29
日（
月
）

　

平
成
27
年
１
月
５
日（
月
）、
９
日（
金
）

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

揖
斐
川
町
役
場
生
活
環
境
課

　

℡
２
２

－

２
１
１
１（
内
線
２
２
２
）

 

除
雪
作
業
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

◇
作
業
時
間
に
ご
理
解
く
だ
さ
い

　

除
雪
作
業
は
、
降
雪
量
が
路
線
ご
と
に

決
め
ら
れ
た
数
値
を
超
え
た
ら
開
始
し
ま

す
。

　

朝
は
通
勤
、
通
学
前
に
作
業
が
終
了
す

る
よ
う
に
行
い
ま
す
が
、
区
域
や
路
線
、

降
雪
状
況
に
よ
っ
て
は
一
日
中
か
か
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
一
時
通
行
止
め

な
ど
の
規
制
を
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

◇
路
上
駐
車
は
や
め
ま
し
ょ
う

　

路
上
で
の
駐
停
車
は
除
雪
作
業
の
妨
げ

に
な
り
ま
す
。
決
め
ら
れ
た
場
所
に
駐
停

車
し
ま
し
ょ
う
。

◇
作
業
中
の
除
雪
車
は
危
険
！

　

除
雪
作
業
中
は
危
険
で
す
の
で
、
絶
対

に
除
雪
車
に
は
近
づ
か
な
い
で
く
だ
さ

い
。

　

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

揖
斐
川
町
役
場
建
設
課

　

℡
２
２

－

２
１
１
１

 

快
適
な
生
活
環
境
の
た
め
に

�

下
水
道
接
続
を
！

 

「
２
０
１
５
年
農
林
業
セ
ン
サ

ス
統
計
調
査
を
実
施
し
ま
す
」

　

農
林
水
産
省
に
よ
る
農
林
業
セ
ン
サ
ス

が
実
施
さ
れ
ま
す
。

■
期
日　

平
成
27
年
２
月
１
日

■
対
象

　

農
家
や
林
家
な
ど
、
農
林
業
関
係
者

■
目
的

　

日
本
の
農
林
業
の
生
産
構
造
や
就
業
構

造
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

　

調
査
結
果
は
、
各
種
農
林
業
施
策
の
企

画
推
進
等
の
基
礎
資
料
な
ど
、
幅
広
く
利

活
用
さ
れ
ま
す
。

　

１
月
中
旬
頃
か
ら
統
計
調
査
員
が
調
査

票
を
持
っ
て
お
伺
い
し
ま
す
。
調
査
へ
の

ご
理
解
と
ご
回
答
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
統
計
法
に
基
づ
き
、
調
査
内
容

の
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
正
確
な

ご
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

揖
斐
川
町
役
場
政
策
広
報
課

　

統
計
調
査
担
当

　

℡
２
２

－

２
１
１
１

自　衛　官　等　募　集　案　内
募集種目 受験資格 受付期間 試験期日

予備自衛官補
（一般） 18歳以上 34歳未満の者

平成 27年
1月  8 日～ 3月 24日 4月10日～ 4月14日のうち1日

予備自衛官補
（技能）

18歳以上で国家資格等を保有する者
資格により 53歳未満・55歳未満の者

自衛官候補生 18歳以上 27歳未満の男子 平成 27年
1月 13日～２月  4 日 平成 27年  2 月  8 日

※予備自衛官補（技能）受験資格（国家資格等）の細部についてはお問い合せ下さい。
※毎週火・木曜日に大垣地域事務所にて説明会を行っています。
※お問い合せ先　「自衛隊岐阜地方協力本部　大垣地域事務所」大垣市林町 5－18 光和ビル 2階　℡ 0584－73－1150
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快
適
な
生
活
環
境
の
た
め
に

�

下
水
道
接
続
を
！

 

揖
斐
川
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、
職
業
生

活
を
引
退
さ
れ
た
方
が
会
員
と
な
り
、
長

年
培
っ
た
経
験
を
生
か
し
な
が
ら
、
地
域

の
方
か
ら
依
頼
の
あ
っ
た
お
仕
事
に
従
事

す
る
こ
と
を
通
し
て
地
域
に
貢
献
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ
の
お
仕
事

の
依
頼
は
年
々
増
え
て
お
り
ま
す
。ま
た
、

「
気
軽
に
頼
め
る
」
と
地
域
の
方
々
に
喜

ば
れ
て
お
り
ま
す
。

　

退
職
後
も
体
力
に
自
信
が
あ
り
働
き
先

が
あ
れ
ば
と
お
考
え
の
方
は
、
会
員
を
募

集
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
今
ま
で
の
経
験

を
生
か
し
て
他
の
会
員
と
楽
し
く
仕
事
を

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

２
月
下
旬
か
ら
事
業
及
び
入
会
説
明
会

を
各
地
区
で
実
施
い
た
し
ま
す
。

★�

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ
の
業
務
の

依
頼
に
つ
い
て

　

皆
様
の
ご
家
庭
や
職
場
に
お
い
て「
専

門
業
者
に
依
頼
す
る
ほ
ど
で
も
な
い
が
自

分
た
ち
だ
け
で
行
う
こ
と
は
困
難
…
」こ
の

よ
う
な
お
仕
事
が
あ
り
ま
し
た
ら
、お
気

軽
に
当
セ
ン
タ
ー
に
お
問
合
せ
下
さ
い
。

［
仕
事
の
内
容
］

　

草
刈
り
、
清
掃
、
家
事
援
助
、
障
子
ふ

す
ま
の
張
替
え
、
大
工
、
軽
作
業
、
宛
名

書
き
、
な
ど

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

揖
斐
川
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　

福
祉
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
２
階

　

℡
２
３

－

０
９
０
７

　

受
付
時
間　

８
時
30
分
～
17
時

 

介
護
員（
日
々
雇
用
職
員
）の
募
集

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
尚
和
園
で
は
、

次
の
と
お
り
介
護
員（
日
々
雇
用
職
員
）を

募
集
し
て
い
ま
す
。

■
募
集
人
数　

若
干
名（
年
齢
不
問
）

■
採
用
年
月　

平
成
27
年
４
月
１
日

■
申
し
込
み
期
限

　

平
成
27
年
２
月
27
日
ま
で

■
賃
金　

時
給
８
３
０
円

■
勤
務
形
態

　

シ
フ
ト
制
に
よ
り
ま
す
が
面
談
の
上
決

定■
提
出
書
類

　

履
歴
書（
市
販
の
用
紙
）に
記
入
の
上
、

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
尚
和
園
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

■
選
考
方
法　

面
接

【
お
申
込
・
お
問
い
合
せ
先
】

　

揖
斐
川
町
清
水
77
番
地

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
尚
和
園

　

℡
２
３

－

１
０
０
０

 

快
適
な
生
活
環
境
の
た
め
に

�

下
水
道
接
続
を
！

 

訪
問
理
美
容
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い

て
の
お
知
ら
せ

　

揖
斐
川
町
で
は
、
揖
斐
川
町
内
の
理
美

容
店
に
出
向
く
こ
と
が
困
難
な
方
に
対

し
、
居
宅
内
で
理
美
容
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

で
き
る
よ
う
に
、
理
美
容
師
の
方
の
居
宅

へ
の
出
張
代
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
制
度
の
対
象
と
な
る
方
は
、
揖
斐

川
町
内
に
住
ん
で
い
る
お
お
む
ね
65
歳
以

上
の
高
齢
者
世
帯
の
方
な
ど
で
す
。
た
だ

し
、
理
美
容
代（
施
術
代
）に
つ
い
て
は
利

用
者
の
方
の
負
担
に
な
り
ま
す
。

　

訪
問
理
美
容
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
た

め
に
は
、
申
請
書
を
提
出
し
て
い
た
だ
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
福
祉
課
ま
た
は
各
地
域
の

振
興
事
務
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

揖
斐
川
町
役
場
福
祉
課

　

℡
２
２

－

２
１
１
１
（
内
線
２
３
６
）

◇
揖
斐
川
尚
和
園
へ

　

林　

良
夫
さ
ん　

大
根
な
ど
野
菜

　

野
口　

武
彦
さ
ん

　

ア
イ
ガ
モ
農
法
で
育
て
た
お
米

　

清
水
小
学
校
５
年
生
児
童

　

ア
イ
ガ
モ
農
法
で
育
て
た
お
米

◇
揖
斐
川
町
役
場
へ

　

公
益
財
団
法
人　

田
口
福
寿
会　

会
長

　

田
口　

義
嘉
壽
様
よ
り
、
い
び
が
わ
マ

ラ
ソ
ン
協
賛
金
４
０
０
万
円
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

セ
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
様
よ
り
、
い
び
が
わ

マ
ラ
ソ
ン
協
賛
金
１
０
０
万
円
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

揖
斐
川
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ　

会
長　

橋
本
道
明
様
よ
り
い
び
が
わ
マ
ラ
ソ
ン
協

賛
金
10
万
円
と
給
水
所
物
品
30
万
円
分
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
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　サワアザミは近畿北部から日本海側を北上して北海道南部に至る地域に分布するもので、所謂日本海側要

素に分類できる。主に沢筋に自生し、特に伊吹山の東斜面の春日古屋、笹又の谷筋には群生している。沢筋

では生育がよく、草丈が 2メートルに達するものが多く、日本産のアザミの仲間は 100 種類を越えますがそ

の中で最大のフジアザミについでの大型のアザミと言えます。

　春先のサワアザミは根元の葉は長さ 50～ 60 センチ、幅約 30センチの大型の葉を輪状の形でつけます。

この葉が春日の食材です。サワアザミは初秋になると背丈も伸びて茎の先には大型の頭状花を横向きに咲か

せます。構成の花は紫紅色ですべてが管状花からなっています。種子には冠毛があって遠くに散布されます。

　サワアザミの食材としての記録は飯沼慾斎（1782－1865 年）の著書である『草木図説』に出てきます。「伊

吹渓間に生ず､ 形ヒメアザミに似て大に、葉厚く軟にして毛茸なし。里人常に採って食用とす。故に往々家

園に栽て食用とす」。この記事は今日の春日の渓谷に群生し又猫の額ほどの畑やお茶畑の隅に栽培されていて、

村人達の緑野菜として栄養、繊維素、ミネラル、ビタミン類の補給が健康を維持

する一つになっているのと一致しています。最近では古く江戸時代から保存食と

して煮物、佃煮として食されてきた事が ” 食の世界遺産 ” 味の箱船に「山菜サワ

アザミ」が登録されました。世界の食卓に登場することになったのです。生産の

確立と新しい食品の開発にも努力すべきである。

　薬用としてアザミ類の地上部は利尿、解毒、強壮の目的で利用されること。ま

た村人の民間薬としての効能は神経痛、リュウマチや乳がんによいとされている

ので、今後の研究により効能を実証する必要があると思う。

� （岐阜薬科大学名誉教授　水野瑞夫）

　

こ
の
度
、
次
の
方
が
長
寿
者
褒
賞
を

受
け
ら
れ
、
長
寿
の
お
祝
い
と
褒
賞
金

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

宗
宮　

な
み
ゑ
さ
ん（
谷
汲
名
礼
）

�

11
月
４
日（
火
）　

95
歳　

　

小
林　

み
さ

さ
ん（
若
松
）

�

11
月
16
日（
日
）　

95
歳　

　

皆
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
も
お
元
気
で
長

生
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

Ｊ
Ａ
い
び
川
様
よ
り
、
い
び
が
わ
マ
ラ

ソ
ン
へ
お
米
４
俵
と
お
に
ぎ
り
３
５
０
０

個
を
協
賛
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ア
ー
ボ
株
式
会
社
代
表
取
締
役
社
長　

杉
村
和
敬
さ
ん
よ
り
教
育
振
興
の
た
め
に

寄
附
金
１
０
０
万
円
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

皆
さ
ま
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

12月11日から1月5日までは
「年末年始地域安全運動」
期間です
スローガン

「ゆく年くる年
みんなで守ろう
地域の安全」

県内では、架空請求詐欺が多
発しています。身に覚えのな
い請求などは1人で判断しな
いで、家族や最寄りの警察署、
交番に相談しましょう。

揖斐川町役場総務課

寿
長
ご

さ
ん

今
月
の

いびがわ　特産品シリーズ サワアザミ（キク科）


